
 
 
 

先日、漢方薬に関する悪意のある記事が週刊誌に載りました。 

実際の臨床の場では漢方薬を使うことによって、多くの患者

さんの症状が改善しています。 

患者さんと手を取り合って喜び合う場面もしばしばあります。 

副作用だけを極端に浮き彫りにして週刊誌として売るのは、

いかがなものかと思います。 

西洋薬も漢方薬も薬ですから、 

作用／副作用の両面があります。 

もともと薬というのは「毒」です。 

その副作用を利用して薬として使っているのです。 

うちでは多くの患者さんが漢方薬を使用している状況です。 

急性期の病気、特にカゼに関しては８割以上の方が漢方薬で

治しています。 

もちろん、漢方薬を希望して治療を開始したが、飲めない、下痢を

した、血圧が上がった、足がむくんだ等の訴えがあり、内服を

中止せざるを得ない方もおられます。 

また漢方薬を飲んで、よく反応する人（responder）とあまり反応

しない人（non-responder）がいるのも事実です。 

現代に生きる人は、西洋薬と漢方薬の両方の恩恵を受けることが

できる、素晴らしい環境下にいます。 

西洋医学が確実に進歩を遂げていますので、新たな治療薬を

試すことができます。 

従来治らなかった病気が治る可能性もあります。 

漢方薬は２０００年前からの長い実績があり、数々の病気に

使われてきました。 

さらに現代の病気にも次々と試され新たな知見が出ています。 

西洋薬がいいとか、漢方薬がいいとかではなく、それぞれの

いいとこどりをすれば良いと思います。 

 
カゼなどのウイルス感染症、冷え症、神経症、女性を中心とした

微小循環障害（月経に関するトラブル、男女問わず慢性疾患な

ど）などは、漢方薬を使った方が圧倒的に優位です。 

適材適所という言葉があるように、それぞれの薬が活躍できる

場面に柔軟性を持って試してみることです。 

思わず早く治ってしまう場面に出くわすこともあるでしょう。 

長文におつきあいしていただいて、ありがとうございます。 

 

 

 
 

今年もインフルエンザワクチンの接種を行います。 

１０月１０日（火）から予約を開始します（完全予約制）。 

ワクチンの入荷にもよりますが、１０月１６日（月）から接種開始

予定です。 

１２月２２日（金）まで行います。 

詳細はなかしまこどもクリニックのホームページ、 

院内掲示にてお知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  小児夜間急病センター当番日    １０月２０日（金） 

 １９：３０－２２：３０（受付） 場所：岐阜市民病院にて 

  岐阜市の漢方外来予定日    １０月７日（土）、２８日（土） 
 １４：００－１７：３０  場所：中島小児科（岐阜市鍵屋東町２－１） 
  ※すべて「院外処方」となります。 

 

  休診のお知らせ    １０月２５日（水） 

 都合により休診します。よろしくお願いします。 
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